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 9 月 18 日（土）のオープンス

クールで開催された「松が丘サ

ミット」において 6 年生の子ど

もたちと地域・保護者の方との

対話で練られた松が丘プロジェ

クトが、コロナ禍でいろいろと

制限がある中ですが、地域の皆

さん、保護者の皆さんと一緒に

地域の中で進行中です。今年度

は松が丘プロジェクトをすすめ

ながら、「カリキュラム・マネジ

メント マップ」を見直し 12 月

に再構築を行うようです。10・

11 月の松が丘プロジェクトの

中で考え・感じたことをもとに

再構築するという機会は子ども

たちの主体性を高めることにつ

ながるのではと考えます。そう

したことを積み重ねながら卒業

に向かっていくのか楽しみです。 

子どもたちの活

動の様子を見に行

くと決して黙々と

やっているという

感じではなく普段

通りおしゃべりを

しながら、普段通り

リラックスした感

じで取り組んでい

ます。そんな 6年生

を見ながら公園で

遊んでいた3年生の

子どもたちも、地域の方と一緒に落ち葉拾いをしているのをみるとほのぼのとしてきまし
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た。そして地域の方から「ひと月、見いひんかったら、大きなっと

んのにびっくりした」と声をかけていただき、子どもたちを見守っ

ていただいているありがたさを改めて感じました。 

また、ある自治会の掲示板に子どもたちの写真が載っている回覧

が貼ってあったので地域の方に聞いてみると高齢で一人暮らしの

方の庭の草抜きを子どもたちが手伝ったとのことでした。 

子どもたちが地域の中で活躍している話を聞き、こうした経験を

積み重ねの中で自分が社会とつながりながら生きていることを感

じ、そこからいろいろなことを気づき考えることができるようになるのだろうなと感じま

した。こうした機会をそっと作ってくれる地域の方に感謝です。こうした活動が一般化す

るのは難しいですが、身近な地域の中に様々な課題があることに気づき、身近なところか

らできることを行動していくことが変化を起こし、課題解決に向けての動きを創っていく

チェンジメーカーを育てることにつながっていくと考えます。 

 そのためには、これからの社会を創り出していく子どもたちが、社会や世界に向き合い

関わり合い、自分の人生を切り拓いていくために求められる資質・能力とは何かを、広く

社会と共有するための対話を重ねることにより、子どもたちのチャレンジできる場が広が

っていくと考えます。そうした仕組みが明石のコミュニティ・スクールです。 

 新学習指導要領が目指す「未来の創り手となる資質・能力を

育む」ためには探究型プロジェクトが欠かせないと考えていま

す。現在、キャリア教育 シティズンシップ教育 主権者教育 消

費者教育 国際教育 食育 金融教育（金銭教育） 租税教育 住

教育 法教育 福祉教育 いじめ防止教育 日本の伝統・文化理解

教育 環境教育 森林環境教育 安全教育 防災教育・・・・等様々

な教育課題が学校現場に求められています。それらを一つ一つ

取り扱っていこうとされているのが現状ではと思います。別々

に扱うのではなく、ESD概念図にあるよう関連する様々な分野を“持続可能な社会の構築”

の観点からつなげ、総合的に取り組むという視点が必要になってくるのではと考えます。

そうした視点での教科横断型プロジェクトが松が丘小の「松が丘サミット」であり、和坂

小の「桜守プロジェクト」ではと思います。そして、「桜守プロジェクト」は樹木医さん等

との連携など STEAM 教育といえる学びの場となっているのではと思います。今各校で行わ

れている活動をつないで考え、体験・体感を重視し、探究や実践等具体的な行動につなげ

てデザインする中で教科横断型プロジェクトが生まれていくのではと考えます。 

 和坂小学校の環境体験はこれまで明石公園をフィールドに四季を通じて樹木の観察を行

ってきましたが、明石公園の樹木はどちらかというと常緑樹が多く、四季の変化を感じ取

りにくいということを感じておられたようです。そこで教師のアンテナに引っかかってき

たのが明石公園で桜守の活動をされている桜守ボランティアさんで、桜守ボランティアさ

んから明石公園のソメイヨシノ、日本のソメイヨシノが抱える課題に出会ったようです。   

 探究型プロジェクトにむけて 

ESD 概念図 

 「桜守プロジェクト」ではどんな活動？ 



単元構想をみてもソメイヨシノを素材にした環境体験をベースにしながら学びの広がり

や、ESD 的な発想で環境学習から社会的課題へとつなげて学習できるデザインをされてい

るように思います。 

「桜守プロジェクト」は現時点では教師が主体で構成する「構成型プロジェクト」です

が、こうした単元構想を積み重ねることが、子どもたちどんどん主体となっていく、「一部

構成型プロジェクト」、「非構成型プロジェクト」へと発展していくのではと考えています。 

和坂小で「桜守プロジェクト」で学習したことがベースとなり、何気なく見ていた身の

回りの自然に関心をもち、自分からかかわっていく子がでてきたらいいなと思います。そ

んな力を養っていくことが求められているのだと思います。 

 そんな「桜守プロジェクト」の最新情報が届きましたので紹介させていただきます。 

和坂小「新たな単元構想～和坂っ子桜守プロジェクト～ 参照抜粋 



子どもたちは樹木

医さんを中心にボラ

ンティアさんから桜

の観察の仕方を含め、

桜を取り囲む環境等

の話を聞きながら、そ

れを実際に確かめて

みる学びを繰り返し

ています。それは文科

省の「探究的な学習に

おける児童の学習の姿」であり、経産省の

「未来の教室」が目指す姿と重なってきま

す。子どもたちが桜守プロジェクトで身近

な桜に関心をもち、そこから新たな課題に

目を向けるだけでなく、保護者・地域の方

にも「桜守プロジェクト」を開くことによ

り、地域の桜を通して人がつながり、新たなまちづくりの視点を持つことにもつながって

いくのではと思います。 

 こうしたプロジェクトを立ちあげ、保護者・地域の方にも開いていくことで、保護者・

地域の方が支援者としての役割から、子どもたちと共に学ぶ探究者となり、学校が地域の

中での生涯学習の場となっていくことにつながっていくのではと思います。桜守プロジェ

クトも、桜を通して地域の自然の探究が地域の方の学びの楽しみにつながっていけばいい

なと思っています。 

 今、魚住まちづくり協議会さんの LINE で魚住小の 3年生の金ケ崎公園での環境体験の様

子が届きました。10 年以上続く金ケ崎公園での環境体験で、かつてはくすのきプロジェク

トとリンクしていた活動です。今後、どのように地域に受け継がれていくか楽しみです。  

まち協さんによる LINE での情報発信も広がってきているようですが、どんどんコミコミ

スクスクにも情報を寄せていただけたらいいな、そしてこうした各校の取組が交換できた

らと考えています。                        （文責:北本） 


